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水道だより　第３１９

令和３年６ｊｌ１ 日Ｓｌｉ
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水質検ま計画は、 水素からごま庭の給水栓にｊｉるまでの水質管ＥＩをぞｉうために、水・検を
ＪＩ目や４１を回数を定めたものです。 鬼ｔｌｌでは、Ｉの定めているあ準にあづき、水素の状Ｓや
ｉｌ去の水質検■結果にｊ心じて、 令ｉ口３年度水質検・計画を下の表のとおり策定いたしました。
鬼ｔｌｌでは、ま・でおいしい水をＩＩＲの皆さんに提供するために、 毎事１年まの開・前に
水質検査計回を策定し、定期白りに水質検査をぞｉつています。
なお、水１：Ｓｉｌ十回および水ｉｌ４１ｔＳＩのＳ加については丶水■■で回■することも七きま
すし、鬼ｔｌＴホームページに掲載しております。

水質検査計画

番
号
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０２

０３

０４

０５
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水質 基準 項目

一般細菌

大腸菌

カドミウムａびそのｔ合物

水銀ａびその｛ヒ合物

セレ ンａ びその化合物

鉛・びそのｔ合物

ヒ素ａびそのｔ合物

０８　 六｛ｉク ロムａびそのｔ合物

０９　 １１硝酸態・素・

１０　 シア ン４ヒ物イオンａび塩１ヒシアン

１１　 硝酸態・素ａびｉｉａＳＳＳ素

１１２　 フツ素ａびそのｔ合物

１３　 ホウ素ａびその｛ヒ合物

１４　 回塩化炭素

１５　 １． ４－ ジオキサン

シスー１ ．２－ジクロ ロエチレンａびト
１６　　ランスーｊ． ２－ジｊ 口口 エチ レン
１７　 ジク ロロ メタン

次ぺ搾ジ に続く

検・実施

頻　　度

１回 ／ＪＥＩ
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前ページの続き

番
号

水質 基準 項目

１８　 テト ラク ロロ エチ レン

１９　 トリ クロ ロエチレン

２０　 ベンゼン

２１　 塩素酸

２２　 クロ ロ酢酸

２３　 クロ ロホルム

２４　 ジク ロｎ 酢酸

２５　 ジブロモクロ ロメ タン

２６　 臭素酸

２７　 総ト リハロメ タン

２８　 トリ クロ ロ酢酸

２９　 プロ モジ クロ ロメ タン

３０　 プロ モホルム

３１　 ホルムア ルデ ヒド

３２　 １１鉛ａ びそ の化合物　．

３３　 アル ミニ ウムａびその ４ヒ合物

３４　 鉄・びそのｔ台物

３５　 銅ａびその化台物

３６　 ナト リウムａびその４ヒ台物

３７　 マンガンａびその４ヒ合物

３８　 塩化物イオン

３９　 カルシウム、マグネシウム等（９１度）

４０　 蒸発残留物

４１　 陰イ オン界面活性剤

４２　 ジェ オス ミン

４３　 ２－メチ ルイ ソボルネオール

４４　 非イ オン界面活性剤

４５　 フェ ノール類

４６　 有機物（ｔ有機物炭素 （ＴＯＣ）のき）

４７　 ＰＨ値

４８　味

４９　 臭気

５０　 き度

５１　 濁度
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・検査実施頻度は水道法施行規則で定められており、 省略ｉｌ能なＪＩ目については、水源

の状Ｓやａまの水質検査結果によって、 最大■３年に１回まで回数を減らすことができ

ます。・は臨時検査。

※水質検をはＥ水Ｓ域ごとにぞｉなっています。

上水道事業： 成Ｊ ＩＩ 、牛野Ｊ ＩＩ 、近永、 広ｊ１、 成藤、吉波、 大藤、奈良、 大宿。生 日ヨ 、清水、

ｌｉ野４、下大野、葛Ｊ１ １、 古Ｊｉｌ、小松ａび■谷の各Ｅ水ＩＺ域

嶺色、濁りａび残留塩素（０． １ｍｇ／｜な上） については、 水道法に基づき検査を行ないます。
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．　　　　　　　　　　　　　　　 ｒｌ

令和３年度鬼ｔ回Ｔ水道事業予算は、令和３年３ＪＥＩＩ １９ 日に開かれた令和３年第１ 回鬼こ１ヒＩＴ議
台定例会で議決されました。予算の概ｉｉはまのとおりです。

この予算は、 水道事ｌを経営する上でＳｔする水ａ料・等のｊｌ又入と、それに対Ｚする６・
なＩＪｉｌをｊｌａもったものです。

令加３年度は、ｊｌ又入予算額を前年度１七５４９万７千ＦＩ （１ ．３ ９も）減の４億１ ，６２４万７千Ｆり、支
ｉ予算額を前年度 １：ヒ４ １４万ＦＥＩ （１ ．２ ９６ ）増の３億３ ，６ ３８万５千ＦＩを計上 しま した。
収入

給水収益 （水道料ｔ） は、 前年度ｊ＝ヒ２６７万４千 ＦＥＩ（ ０． ９９６） 減の ２億 ７， ９４６万４千 ＦＩの収入

をｌ，ｉ！みました。 また、一般会計補助き は。 前年度ｊｔ１ ００万Ｆ９（ ５． ３９６） 減の １， ８００万 ＦＩを
計上しました。

支ｉ

営■ＲＪＩ（水道施ａの管３１、水｀氤料・の傚ｊｌ又、 固定資産の減価償却などにＳする費丿目）に
ついては、前年度１ｔ５９万４千ＦＥＩ （０ ．２９６）減の２億７ ，５７１ 万２千Ｆ９を計上いたしました。

また、営業夕１・ 費ＪＩ（き業債ま払ｌｉｌｊｌ 、消費ａのま払いなどにミｌするＲ Ｊｉｌ） には 、ｊ肖費ａの増

などにより、 前年度ｊ：ヒ４７３万４千 Ｆ９ （８ ．６９６）増の５，９４７万３千ＦＩを計上しました。

収　 入　　　　　　　　　　　　　　　　支　出

給水収ａ，
２７ ９，４６４

水道施設
゛の維持・
管１１に要
するｌｇ，
６４，５６３

水道料金
の徴収等
にＳする
費・，

２１ ，１ ７３

ａ期前・
金戻入，
１１ ８， ３１８

一般会ｌ・
補ｌｌｔ　　その他の
１８，０００　　 収入，４６５

収入予算額
４１ ６，２４７千円

，減｛ｉ償未ｌ｝
費等，

１８８，８２６

一企業債ま
払ｌｊ息，

３９ ’４ １８７消費ａ等， その４ｔ！１の
２０，０００　昌

支■予算額
３３ ６，３８５千円
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ゾｊｔ痴１かＳＺＬＩ戉回滴り
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この予算は、 企業債償還ｔ、施ａ整備に要する経費（工事１等）の収支についてｊｌ積もった

ものです．

今年度は、新規事業として広見ｌｔ！ＥＩＩＺ水道施設電気計装設備更新事業、 継続事業としてＳ

野４ｔｌＺの老朽化したＥ水管の布設替工事等を実施する予定です．
収入については前年度ｔヒ １億 ２， ４００万 ＦＩ （４ ４． ９９６） 減の １億 ５， ２０２万２千 ＦＩ 、支ｉにつ

いては前年度ｔｔ１億 １， ２８３万２千ＦＩ （２ ５． ９９・６）減の３Ｓ２，３４０万７千ＦＩをそれぞれ計上しま

した．

収入

・業債のｊｉｉｔ償還に対する一般会計負担・は、前年度と回額の８， ０００万 ＦＩを計上し、水
道施設加入に係る施設負担ｔについても、前年度と回額の １０１万２千 Ｆ９を計上いたしまし
た。 また、・統一新規事業に４牛う財Ｓとして、 ｔ業債７ ，１ ００万ＦＩをｌ・上しました。

支ｌ

建設改良費（Ｅ水管の布設替等施設１１新にＳする費Ｊｌｌ） については、 前年度１：ヒ１億９９５万
Ｆ９ （４ ８． ６９６） 減の １億 １， ６１ ３万３千 ＦＩ となっており ます。１：ｌ債償ａ・には前年度１ｔ２８８万

２千ＦＩ （１ ．４９・６） 減の２億７２７万４千｜エｌを計上しました。

収　 入　　　　　　　　　　　　　　　　支　出

ｌ、

．． ．－ ．劾予定 ．． ．．
゛゛ ゛’　　 額に対す　　　”’
゛・ ・一 一一 一． 研牋 －－ ●● －．’

１７ １，３８５

（積立金

等で補
填）

一般会計
負担金
８０ ，０００
－

施設負担

金１ ，０ １２

Ｉ－ －－ ．～　　ｌ
一一

その他の

収入１０

゜ｉヒ

Ｉｌｌ

建設改ａ
費，．
１１ ６，１３３

業債
還金，
２０７，２７４

ｊｌｘ入予算額　　　　　　　　　　　　　　支ｉ予算額
１５２．０２２千円　　　　　　　　　　　　　　 ３２３Ｌ４０７千円
－　 こ　 Ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二　 ＿　　　　 ‾：　－

水道の使ｊｉｌ開始・中止・ユ：’事をされる方は手続きがあＷです
○水道の使ＪＩを開始するとき‥‥ ‥‥ ‥‥水道使Ｊｌｊｌ（開栓Ｊｉ）の提出

○水道の使Ｊｌｌを４］止するとき ‥‥ ‥‥ ‥‥ ・水道使Ｊｉｌ届 （中止Ｊｉ） の提ｉ・

○相続などで使ｊｉｌ者の４５前を変１１するとき‥ ・水道使ｌｉｌｊｉ（変１１１）の提ｉ
＝

○給水装置の新ｔ、改造、 修繕又は撤ｊｌｉするとき‥・給水装ａ工事串ｉ２ｓ書の提ｉ

（ｌｌ意ｌ水道使Ｊｉｌ・ （中止Ｓ）の提ｉがなければ、 いつまでも水道料ｔが掛かります。


